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研究成果の概要： 
 本研究では分類画像法という最新の実験手法を用い，これまでのどの心理学実験手法よりも

詳細に，顔に関する人間視覚情報処理の空間特性を可視化する．すなわち，顔により個人を弁

別するときの顔情報処理の空間特性を「ピクセル単位」あるいは要素単位で明らかにする．そ

の際に，より少ない試行数で分類画像を計算するための新しいアルゴリズム開発を行う．分類

画像を用いて，人物弁別課題時の自閉症者の顔認知特性を明らかにした． 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究では分類画像法（ classification 
image technique，詳細は後述）という最新
の実験手法を用い，これまでのどの心理学実
験手法よりも詳細に，顔に関する人間視覚情
報処理の空間特性および時間特性を可視化
する．申請期間３年のうち，１年目には顔に
より個人を弁別するとき，および表情を弁別
するときの顔情報処理の時空間特性，すなわ
ち，どのタイミングでどの空間位置の情報を
どれくらい強く利用しているかを「ピクセル

単位」で明らかにする． 
 
２．研究の目的 
 本研究では分類画像法という最新の実験
手法を用い，これまでのどの心理学実験手法
よりも詳細に，顔に関する人間視覚情報処理
の空間特性および時間特性を可視化する．す
なわち，顔により個人を弁別するとき，また
は表情を弁別するときの顔情報処理の時空
間特性，具体的には，空間位置の情報をどれ
くらい強く利用しているかを「ピクセル単
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位」あるいは要素単位で明らかにする．その
際に，より少ない試行数で分類画像を計算す
るための新しいアルゴリズム開発を行う．分
類画像を用いて，人物弁別課題時の顔認知特
性を明らかにする．これらの知見にもとづき，
人間の顔情報処理空間特性を考慮した，認知
されやすい顔情報提示法を開発する． 
 
 
３．研究の方法 
顔刺激は 128 x 128ピクセル（視角約 5 x 5 
deg）とする．個人弁別実験では，同性２人
（個人 A or B）のニュートラル顔を弁別する
課題を与える．顔刺激の提示時間は 400 ms，
各試行では個人AまたはBのいずれかがラン
ダムに選択される．各試行ではランダムに発
生された輝度次元のホワイトノイズフィー
ルドを顔刺激に重ねる（大きさ：128 x 128
ピクセル，ピクセル毎にガウシアン分布から
独立に抽出した輝度ノイズを割り当てる．ホ
ワイトノイズが被験者の反応に影響を与え
たかを調べることにより，動的分類画像が算
出される．データ処理の概略を述べると，あ
る時間フレームにおいて NABを個人 Aの顔
が提示され，個人 Bが提示されたと被験者が
反応したときに提示されたノイズフィール
ド集合の平均とすると，動的分類画像は CI = 
(NAA + NBA) - (NAB + NBB)によって求め
られる．すなわち，個人 Aという反応を生ず
るに関連する空間位置を(NAA + NBA)，個人
Bという反応を生ずるに関連する空間位置を
(NAB + NBB)によって特定し，それらの差を
取ることにより被験者が個人 A, B の弁別に
利用した空間部位を明らかにする． 

 

図１．上段）弁別すべき２つの顔刺激．下段）
ノイズを付加した顔刺激．ノイズ付きの顔刺
激に基づき，被験者は顔弁別を行い，被験者
の課題遂行に影響を与えるノイズ位置を可
視化する． 
４．研究成果 

 顔刺激データベース，顔刺激にノイズを付
加し動画提示するための刺激提示システム，
および莫大な情報量のデータ分析システム
を構築した．これらの実験，分析システムを
利用し，定型発達者と特殊なグループ（自閉
症者）との顔認知方略を調べる実験を行った．
正答率や閾値を指標とする従来の研究手法
では，例えば，顔画像が提示され個人弁別課
題が与え，目と口のどちらを手がかりとして
重みづけているかというように非常に大ま
かな顔情報処理ストラテジーを示すことし
かできなかった．これに対して，本研究プロ
ジェクトで用いている分類画像法を使えば，
非常に詳細に分析することが可能となる．す
なわち，顔のどの部分にどれくらい強く処理
ウェイトをおくか，を画像ピクセル単位で明
らかにすることができる．本研究では，この
分類画像法の利点を用いて，顔情報処理の個
人差を調べた．その結果，定型発達者と自閉
症者との間の差異を示しただけでなく，定型
発達者の中であっても処理ストラテジーに
は大きな違いがあること（例えば，ある人は
両目の情報，別の人は左目の一部だけを用い
て人物弁別を行っていること），また自閉症
者の中には定型発達者と同等のストラテジ
ーを用いる者がいること，を明らかにした．
このような個人差を詳細に示した研究報告
は過去に無く，分類画像法の利点を活かした
といえる． 
 

図 2．定型発達者の典型的データ．背景の濃
淡は弁別すべき２つの顔の差分図形であり，
コントラストが高くなっている部分を利用
して，弁別することがかのうであると考えら
れる．赤ピクセルは，弁別課題にて被験者が
統計的に有意に用いている箇所を示してい
る．ここに示されているとおり，目・眉周辺
に位置に統計的有意ピクセルが多く，体型発
達者は目・眉の情報を基に，個人顔を分類し
ていることが示唆される． 
 



 

 

 
図３．自閉症者の典型的データ．定型発達に
は見られない，額を使用するという特徴が見
られる．このような顔認知ストラテジーは過
去に報告されたことがなく，分類画像法とい
う特殊な方法によって，自閉症者が用いる予
想もつかないストラテジーを示すことがで
きる好例と考えられる． 
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